れを千 枝 ちゃんに 渡しながら 「この 子 はかう やって 置 

きさへ すれば、 決して 退屈 しないん です」 と 云った。 

何故 だら うと 思って 聞いて 見る と、 この 奥さんの 

をつ と づし やまい 

良人が 逗 子の 別荘に 病 を 養って ゐた 時分、 奥さん は 

千 枝ち やん を つれて、 一 週間に 二三 度 宛 東京 逗子間 を 

往復した が、 千 枝ち やん は 汽車の 中で その 度に 退屈し 

まぎ 

切って しま ふ。 のみならず、 その 退屈 を 紛らしたい 一 

心で、 勝手な 悪戯 をして 仕方がない。 現に 或 時 はよ そ 

ごいん きょ フランス 

の 御 隠居 様 をつ かまへ て 「あなた、 仏蘭西 語 を 知って 

いらっしゃる」 などと とんでもない 事 を 尋ねたり した- 

そこで 奥さん も 絵本 を 渡したり、 ハ モニカ を あてがつ 



た。 

「あなた だって 鏡 さへ 見て ゐれ ば、 それでもう 何も 忘 

れて ゐられ るん ぢ やありません か。 千 枝 ちゃんと 違 ふ 

の は、 退屈な のが 汽車の 中と 世の中 だけの 差別です 

よご 

下足 札 

これ も 或 松の内の 事で ある。 H と 云 ふ 若い 亜米利加 

人が 自分の 家へ 遊びに 来て、 いきなり ポケットから 

下足 札 を 一 枚 出す と、 「何だか わかる か」 と 自分に 問 ひ 



かけた。 下足 札 はま だ 木の 匀 がする 程 新しい 板の 面 

に、 俗悪な 太い 字で 「雪の 十七 番」 と 書いて ある。 自 

な ぜ リゃ うごく たもと 

分 は その 書体 を 見る と、 何故か 両国の 橋の 抉へ 店 を 

あまざけ や 

出して ゐる甘 酒屋の 赤い 荷 を 思 ひ 出した。 が、 元より 

いんねん 

「雪の 十七 番」 の 因縁 なぞ は 心得て ゐる 害がなかった。 

こんにゃく もんだ ふ うんす ゐ 

だから この 脔篛 問答 の 雲水め いた 相手の 顔 を 眺めな 

がら、 「わからな いよ」 と 簡単な 返事 をした。 すると H 

めがね うしろ またた 

は 鼻眼鏡の 後 から 妙な 瞬 きを 一 つ 送りながら、 急に 

にゃにゃ 笑 ひ 出して、 

スヴ ニイ ル 

「これ はね。 或 芸者の 記念品 なんだ ご 

スヴ ニイ ル 

「へへ え、 記念品に しちや 又、 妙な もの を 貰った もん 



だな ご 

あ ひだ ぜん 

自分た ちの 間に は、 正月の 膳が 並んで ゐた。 H は 

と そ さか づき 

ちょいと 顔をしかめながら、 屠蘇の 盃 へ 口 を あてて、 

それから 吸物の 椀 を 持った 儘、 娓々 として その 下足 札 

の 因縁 を 辯 じ 出した。 —— 

何でも それによ ると、 H の 教師 をして ゐる 学校が 

きの ふ あかさ か もよ ほ 

昨日 赤 坂の 或 御茶屋で 新年会 を 催 したの ださう であ 

ま あいけ う 

る。 日本に 来て 間 もない H は、 まだ 芸者に 愛嬌 を 売る 

だけの 修業 も 積んで ゐ なかった から、 唯 出て 来る 料理 

た ひら ちょく 

を 片っぱ しから 平げ て、 差される 猪口 を 片っぱ しか 

ら 飲み干して ゐた。 すると そこに ゐた十 人ば かりの 芸 



者の 中に、 始終 彼の 方へ 秋波 を 送る 女が 一人あった。 

くるぶし ことごと 

日本の 女 は 踝 から 下 を 除いて 悉 く 美しい と 云 ふ H 

の 事 だから、 勿論 この 芸者 も 彼の 眼に は 美人と して 映 

ぎう いんばし よく かたはら 

じたのに 相違ない。 そこで 彼 も 牛飲馬食 する 傍 に は 

時々 そっと その 女の 方 を 眺めて ゐた。 

しかし 日本語の 通じない H にも、 日本酒 は 遠慮なく 

うち もじ でい すゐ 

作用す る。 彼 は 一 時間ば かりたつ 中に、 文字通り 泥酔 

ほ とん 

した。 その 結果、 殆ど 座に 堪 へられ なくなつ たから、 

ふらふら する 足 を 踏みし めて そっと 障子の 外へ 出た。 

外に は 閑静な 中庭が E 燈 籠に 火を 入れて、 ひっそりと 

竹の 暗 をつ くって ゐる。 H は朦隴 たる 酔眼に この 景色 



を 眺める と、 如何にも 日本ら しい 好い 心 もちに 浸る 事 

が 出来た。 が、 この 日本 情調が 彼の ェキゾ ティ シズム 

を 満足 させた の は、 ほんの 一瞬間の 事だった らしい。 

何故と 云 ふと 彼が 廊下へ 出る か 出ない のに、 後 を 追つ 

て するすると 裾 を 引いて 来た 芸者の 一 人が 突然 彼の 頸 

だ くちびる 

へ 抱きつい たからで ある。 さう して 彼の 酒臭い 脣 へ 

いさぎよ もちろん 

潔 い 接吻 をした。 勿論 それ はさつ きから、 彼に 秋波 

お ま、 - 

を 送って ゐる 芸者だった。 彼 は大に 嬉しかった から、 

両手で しっかり その 芸者 を 抱いた。 

ここまで は 万事が 頗る 理想的に 発展した が、 遺憾 

ながら 抱く と 同時に、 急に 胸が むかついて 来て、 H は 



びろう へ ど 

その 儘 その 廊下へ 甚だ 尾籠ながら 嘔吐 を 吐いて しまつ 

こまく 

た。 しかし その 瞬間に 彼の 鼓膜 は 「私 は X 子と 云 ふの 

よ。 今度 御 独りでい らしった 時、 呼んで 頂戴」 と 云 ふ 

ゑん てん けうせ い 

宛転たる 嬌声 を 捕へ る 事が 出来た。 さう して それ を 耳 

あたか がくせい セ ェント 

にす ると 共に、 彼 は 恰も 天使の 楽 声 を 聞いた 聖徒の 

やうに 昏々 として 意識 を 失って しまったの である。 

しゃ ラき 

H は 翌日の 午前 十 時 頃に なって、 やっと 正気に 返る 

事が 出来た。 彼 は その 御茶屋の 一室で 厚い 絹布の 夜具 

に 包まれて、 横にな つて ゐる彼 自身 を 見出した 時、 す 

ベ てが 恰も 一 世紀 以前の 出来事の 如く 感ぜられた。 

が、 その 中で も 自分に 接吻した 芸者の 姿ば かり は歴々 



として 眼底に 浮んで 来た。 今夜に もこ こへ 来て、 あの 

芸者に 口 を かけたら、 きっと 何 を 措いても 飛んで 来る 

のに 違 ひない。 彼 はさう 思って、 勢 ひよく 床の 中から 

躍り 出た。 が、 酒に 洗 はれた 彼の 頭脳に は、 どうして 

も その 芸者の 名が 浮んで 来ない。 名前 も わからない 芸 

者に 口が かけられな いのは、 まだ 日本の 土 を 踏んで 間 

もない 彼と，" 雖も 明白で ある。 彼 は 床の 上に 坐った 儘、 

ちゃう ぜん い たづ 

着換 をす る 元気 も 失って、 悵 然と 徒らに 長い 手足 を 

見廻した。 —— 

げそく ふ だ 

「だから、 その 晚の 下足 札 を 一枚 貰って 来たんだ。 こ 

スヴ ニイ ル 

れ だって あの 芸者の 記念 品に や 違 ひない ご 



H はかう 云って、 吸物 椀 を 下に 置く と、 松の内に も 

似合 はしくない、 寂し さうな 顔 をしながら、 仔細ら し 

く 鼻眼鏡 を かけ 直した。 

そうせきさん ばう 

漱 石山 房の 秋 

よさむ わう らい つまさき あが あが ゆ 

夜寒の 細い 往来 を 爪先 上りに 上って 行く と、 古ぼけ 

た 板屋 根の 門の 前へ 出る。 門に は電燈 がと もって ゐる 

かか へ うさ つ ほ とん う む 

が、 柱に 掲げた 標札の 如き は、 殆ど 有無 さへ も 判然し 

ない。 門 をく ぐると 砂利が 敷いて あって、 その 又 砂利 

の 上に は 庭樹の 落葉が 紛々 として 乱れて ゐる。 



また 

砂利と 落葉と を 踏んで 玄関へ 来る と、 これ も 亦 古 ぼ 

かう しど ほか したみ ことごと 

けた 格子戸の 外 は、 壁と 云 はず 壁板と 云 はず、 悉 く 

つ.. こ お ま 

蔦に 蔽 はれて ゐる。 だから 案内 を 請 はう と 思ったら、 

まづ その 蔦の 枯葉 をが さっかせ て、 呼 鈴の 鈕を 探さ 

ねばならぬ。 それでも やっと 呼 鈴 を 押す と、 明りの さ 

そくはつ ゆ ひとり 

して ゐる 障子が 開いて、 束髪に 結った 女中が 一 人、 す 

ぐに 格子戸の 掛け金 を 外して くれる。 玄関の 東側に は 

らう か らんかん そと 

廊下が あり、 その 廊下の 欄干の 外に は、 冬 を 知らない 

とくさ うづ ガラス 

木賊の 色が 一 面に 庭 を 埋めて ゐ るが、 客間の 硝子 戸 を 

洩れる 電燈の 光 も、 今 は 其処まで は 照らして ゐ ない。 

いや、 その 光が さして ゐる だけに、 向う の 軒先に 吊し 



ふうた く か へ よ ひやみ 

た 風 鐸の影 も、 反って 濃くな つた 宵闇の 中に 隠されて 

ゐる 位で ある。 

ガラス のぞ あまも あと 

硝子 戸から 客間 を視 いて 見る と、 雨漏りの 痕と 鼠の 

てんじゃう はんぱん 

食った 穴と が、 白い 紙 張りの 天井に 斑々 とま だ 残つ 

てゐ る。 が、 十 畳の 座敷に は、 赤い 五 羽 鶴の 毯が 敷い 

ぶんみ やう 

て あるから、 畳の 古び だけ は 分明で ない。 この 客間 

さらさ からかみ 

の 西側 (玄関 寄り) に は、 更紗の 唐紙が 二 枚あって、 

こしょく 

その 一 枚の 上に 古色 を 帯びた 壁 懸けが 一 つ 下って ゐる。 

ゆ リ ぬひと 

麻の 地に 黄色に 百合 の やうな 花を繡 つたの は、 

津田青 楓氏か 何 かの 図案ら しい。 この 唐紙の 左右の 

かべぎ は 

壁 際に は、 余り 上等で ない 硝子 戸の 本箱が あって、 そ 



の 何 段 かの 棚の 上に はぎ つし り 洋書が 詰ま つて ゐる。 

それから 廊下に 接した 南側に は、 殺風氣 な 鉄 格子の 西 

した A すす リ 

洋 窓の 前に 大きな 紫檀の 机を据 ゑて、 その上に 硯ゃ 

しけん ほふで ふ ぞんぐ わい ぎ やうぎ 

筆立てが、 紙 絹の 類 や 法帖と 一 しょに、 存外 行儀よ く 

あま 

並べて ある。 その 窓 を 剰した 南側の 壁と 向う の 北側の 

ほ とん か 

壁と に は、 殆ど 軸の 挂 かって ゐな かった 事がない。 

ざうた く ぼくちく くわう こう ぶんしゃう せんこの こと あいさつ 

蔵 沢の 墨 竹が 黄 興 の 「 文章 千古 事 」 と 挨拶 をして ゐ 

もく あん はな ひらく ばんこくの はる ごしゃう せき もくれん 

る 事 も ある。 木 庵の 「花 開 万国 春」 が 呉 昌蹟の 木蓮 

と 鉢 合せ をして ゐる事 も ある。 が、 客間 を 飾って ゐる 

書画 は 独り これらの 軸ば かりで はない。 西側の 壁に は 

安井 曾太郎 氏の 油絵の 風景画が、 東側の 壁に は 



斎 t 藤 与 里 氏の 油絵の 艸 花が、 さう して 又 北側の 壁に は 

めいげつ ぜんじ むげん きん さう しょ よこ もの 

明月 禅師 の無絃 琴と 云ふ艸 書の 横 物が、 いづれ も 額に 

なって 挂 かって ゐる。 その 額の 下 や 軸の 前に、 或は 

銅 1 に 梅 もどき が、 或は 青 1« に 菊の花が その 時々 で投 

げこんで あるの は、 無論 奥 さ ん の 風流 に 相違 あ るまい。 

もし 先客がなかったなら、 この 客間 を視 いた 眼を更 

に 次の間へ 転じなければ ならぬ。 次の間と 云っても 客 

間の 東側に は、 唐紙 も 何もない の だから、 実は 一 つ 座 

敷 も 同じ 事で ある。 唯 此処 は 板 敷で、 中央に 拡げた 

はう いっけん ふる じゅうたん ほか 

方 一間 あまりの 古 絨毯の 外に は、 一枚の 畳 も 敷いて 

はない。 さう して 東と 北と 二方の 壁に は、 新 古和 漢洋 



の 書物 を 詰めた、 無暗に 大きな 書棚が 並んで ゐる。 書 

物 は それでも 詰ま リ 切らない のか、 ぢ かに 下の 床の 上 

へ 積んで ある 数も少 くない。 その上 やはり 南側の 窓際 

ぢく ほふで ふ 

に 置いた 机の 上に も、 軸 だの 法帖 だの 画集 だのが 雑然 

と 堆 く 盛り 上って ゐる。 だから 中央に 敷いた 

ふる じゅうたん は で 

古 絨毯 も、 四方に 並べて ある 書物のお かげで、 派手な 

るべき 赤い 色が 僅ば かりし か 見えて ゐ ない。 しかも 

そのまん 中には 小さい 紫檀の 机が あって、 その 又 机の 

ざぶとん どういん せき いん 

向う に は 座蒲団が 二 枚 重ねて ある。 銅 印が 一 つ、 石 印 

ふた み ちゃき 

が 二つ 三つ、 ペン 皿に 代へ た 竹の 茶箕、 その 中の 万年 

ぎょく ぶんちん ひと つづ 

筆、 それから 玉 の 文鎮 を 置いた 一 綴りの 原稿用紙 I 



ほか らうかん き やう 

I 机の 上に はこの 外に 老眼鏡が 載せて ある 事 も 珍し 

まう へ くわう くわう 

くない。 その 真上に は 電燈が 煌 々 と 光 を 放って ゐる。 

かたはら せと ひばち な たぎ 

傍 に は 瀬戸 火鉢の 鉄瓶が 虫の 啼 くやう に 沸って ゐる。 

よさむ ガス だんろ 

もし 夜寒が 甚 しければ、 少し 離れた 瓦斯 煖炉に も 赤々 

うしろ 

と 火が 動いて ゐる。 さう して その 机の 後、 二 枚 重ね 

た 座蒲団の 上に は、 何処か 獅子 を 想 はせ る、 背の 低い 

ま.，？ ま. く た ■> つまん 

半白の 老人が、 或は 手紙の 筆 を 走らせたり、 或は 唐本 

ひるが へ たんぜん 

の 詩集 を 飜 したりしながら、 端然と 独り 坐って ゐる。 



そうせき さんばう よ せう でう 

漱 石山 房の 秋の 夜 は、 かう 云 ふ蕭條 たる もので あつ 

た。 
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